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指定国立大学法人京都大学（以下「京都大学」という。）の研究チームは、国立研究開発

法人国立環境研究所（以下「国立環境研究所」という。）と共同で、エコチル調査の約 2

万人の妊婦の血中鉛濃度と、新生児の体格（体重、身長、頭囲）との関連について解析しま

した。その結果、わずかですが出生体重の減少が認められました。また、血中鉛濃度が高く

なるにつれて、SGA（在胎週数に見合う標準的出生体重に比して小さい）や低出生体重

（在胎週数によらず、出生時体重が 2,500g 未満）で生まれる児が、わずかに多かったこと

がわかりました。なお、本研究の結果は、あくまで参加妊婦の範囲内での影響に関するもの

です。本研究の成果は、令和 2 年 11 月 3 日付で疫学分野の学術誌「International 

Journal of Epidemiology」に掲載されました。 

 

※本研究の内容は、すべて研究チームの意見であり、環境省及び国立環境研究所、京都大

学の見解ではありません。 

 

 



  

   

発表のポイント 

・ 京都大学と国立環境研究所が共同で、妊婦の血中鉛濃度と新生児の出生時体格との関連   

  を調べました。 

・  本邦における妊婦の血中鉛濃度は、他の国・地域からの報告と比べて、極めて低いこと 

  が明らかになりました。 

・ 妊婦の血中鉛濃度が高くなるにつれて、わずかですが新生児出生体重の減少が認められ 

  ました。 

・ また、血中鉛濃度が高くなるにつれて、SGA※1（在胎週数に見合う標準的出生体重に 

  比して小さい）や低出生体重で生まれる児※2 が、わずかに多かったことがわかりまし 

  た。 

・ 男女児ともに、妊婦の血中鉛濃度が高くなると、わずかに出生時の身長、頭囲が減少 

  していたことが示されました。 

・ 本調査では、妊婦の血中鉛濃度と妊娠期間の短縮や早産※3 との関連は認められません 

  でした。 

・ 本調査の妊婦の血中鉛濃度の範囲では、新生児の出生時体格への個人的な影響は限定的 

      であることがわかりました。 

 

 

1. 研究の背景 

子どもの健康と環境に関する全国調査（以下「エコチル調査」という。）は、胎児期から

小児期にかけての化学物質ばく露※4 が子どもの健康に与える影響を明らかにするために、

平成 22（2010）年度より全国で 10 万組の親子を対象として開始した、大規模かつ長期に

わたる出生コホート調査です。母体血や臍帯血、母乳等の生体試料を採取保存・分析すると

ともに、参加する子どもが 13 歳になるまで追跡調査し、子どもの健康に影響を与える環境

要因を明らかにすることとしています。 

 

エコチル調査は、国立環境研究所に研究の中心機関としてコアセンターを、国立成育医療

研究センターに医学的支援のためのメディカルサポートセンターを、また、日本の各地域で

調査を行うために公募で選定された 15 の大学に地域の調査の拠点となるユニットセンター

を設置し、環境省と共に各関係機関が協働して実施しています。調査期間は 5 年間のデー

タ解析期間を含み、令和 14（2032）年度までを予定しています。 

 



  

   

 小さく生まれた赤ちゃんは、生後の疾患や成長後に慢性疾患になりやすいことが指摘され

ています。エコチル調査では子どもの健康の一つの要素として、胎児の成長に関わる要因を

調べる研究を進めています。 

 

 鉛は、ばく露すると人体に悪影響を及ぼすことが知られています。近年、ガソリンや塗料

中の鉛使用が規制され、日常生活環境での高濃度のばく露は極めて少なくなりました。一方

で、日常的な低濃度ばく露の影響があらたに報告されるようになってきました。なお、これ

らの鉛の慢性低濃度ばく露は、母体からばく露される胎児期から始まっていると想定されて

います。 

 

 これまでの海外での研究では、自然流産・早産の増加、先天性疾患、出生時体格への影響

について報告がありますが、確定的なことは現在まで明らかになっていません。更に、本邦

における出生児体格への影響を調べた全国的大規模調査はこれまでにありませんでした。 

 

2. 研究内容と成果 

 本研究は、調査に参加した妊婦の妊婦健診（妊娠中期と後期）時の血液を用いて、母体血

中鉛濃度を測定しました。出生児の体格（体重、身長、頭囲）と妊娠期間、早産、SGA、

低出生体重児の有無は、診療記録から調査しました。また、平成 28（2016）年 4 月まで

の出産時全固定データ（新生児の情報）及び平成 29（2017）年 4 月までの金属類第一次

固定データ（妊婦 2 万人に関する元素の血中濃度）を使用し、そのうち 16,243 人につい

て解析を行いました。 

 

結果：参加妊婦のうち、解析対象となった妊婦の血液中鉛濃度は、中央値※5 が 0.63（範囲

0.16-7.4）µg/dL であり、約 91%（14,755 人）が 1.0 µg/dL 以下、CDC（米国疾病予防

管理センター）の参照水準（5.0 µg/dL 以上）を超える妊婦は 0.03%（4 人）でした。母

体血液中の鉛濃度が 0.1 µg/dL 上昇するごとに、5.4g (95%信頼区間※6:3.4-7.5g)体重が

減少していました。更に、母体血液中の鉛濃度が 0.1 µg/dL 上昇するごとに、SGA と低出

生体重で生まれる児が 1.03 倍(95%CI:1.02-1.04)多かったことがわかりました。一方

で、妊娠期間の短縮や早産は変わりませんでした。以上のことからまとめると、妊娠中の血

中鉛濃度が 1.0 µg/dL 以下と低濃度であっても、出生児体格に影響があることがわかりま

した。しかしながら、その影響は個人個人に対しては小さく、臨床的には、胎児期における

鉛ばく露の影響は、極めて限定的であることがわかりました。 



  

   

 

3. 今後の展開 

 本研究における限界として、大多数の妊婦の血中鉛濃度が低く、高濃度のばく露の影響に

は言及できない点、血中鉛濃度の上昇や低下に関わる要因の詳細調査が未実施である点、が

あげられます。今回の出生時体格へのわずかな影響が、今後、児の成長発達に影響するの

か、社会全体でどのような影響があるのか、さらに研究を進めます。 

 

4. 参考図 

 

 

 大部分の妊婦の血中鉛濃度は 1.0 µg/dL であり、母体血中鉛濃度が高くなるほど、出生

児体重は減少していました。ただし、母体血液中の鉛濃度が 0.1 µg/dL 上昇するごとに、

5.4g (95%CI:3.4-7.5g) の体重減少であり、その個人的な影響は限定的でした。 

 

5. 補足 

 妊娠中の鉛ばく露の胎児への影響は、知能などの中枢神経機能への悪影響が最も深刻と考

えられています。そのため、妊婦の鉛ばく露濃度には安全と判断できる閾値は設定されてい

ません。今回、妊娠中の低ばく露であっても、出生時体格との関連があったため、ばく露環

境での影響は注意が必要だと考えられます。しかしながら、国内における通常の日常環境で

は、個人的な影響の程度は極めて限定的であり、妊婦健診などでの全員スクリーニング検査

は不要と考えらます。 

 



  

   

6. 用語解説 

※1 SGA：small-for-gestational-age の略、新生児の出生体重が、在胎週数に相当する

標準的な出生体重に比べて小さい状態での出生を指します。性別・在胎週数・分娩様式毎の

グループで 100 人中小さいほうから 10 番目以内に入る場合に SGA とみなされます。 

 

※2 低出生体重児：在胎週数によらず、出生時体重が 2,500g 未満の児を示します。 

 

※3 早産：妊娠 37 週未満での出産を示します。 

 

※4 ばく露：化学物質などの環境要因にさらされることをいいます。 

 

※5 中央値：すべての測定値を順に並べた時に中央の値を示します。 

 

※6 95%信頼区間（Confidence Interval ;CI）：調査の精度を表す指標です。精度が高

ければ狭い範囲に、低ければ広い範囲となります。 
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